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近年、大雨による洪水や土砂災害が多発する一方、記録的な猛暑や干ばつに見舞われるなど、

極端な気象現象が地球規模の課題となっており、これらは温暖化の影響が指摘されています。

本市においても、１年の間に水不足によるダムの渇水と台風による大雨被害が発生するなど、

その影響は身近な市民生活にまで及んできています。 

 

このような中、地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの温室効果ガス※１の排出削減に向

けて、国際的な枠組みを定めたパリ協定※２が採択され、各協定国で発動されるとともに、国や

福島県では２０５０年までに温室効果ガス実質的ゼロを目指す取組が進められています。 

 

本市では、これら国内外での温室効果ガスの削減に向けた動きを踏まえ、２０２２年（令和

４年）に「南相馬市ゼロカーボン※３シティ宣言」を行い、２０５０年（令和３２年）までに

市内における温室効果ガスの実質的排出量をゼロにする脱炭素社会の実現を目指しています。 

 

脱炭素社会の実現は、人類が経験したことのない未知なる領域であり、私たち一人一人の努

力が欠かせません。本計画は、市民・事業者・行政が一体となり市内における地球温暖化対策

を実施していくために策定いたしました。皆さまには、節電・節水やゴミの分別、自家消費型

太陽光発電の導入など、自分たちにできる取組を通して、持続可能な「１００年のまちづくり」

により一層のご協力をいただきますようお願いいたします。 

 

結びに、本計画の策定にあたり、多大なご尽力を賜りました南相馬市ゼロカーボン推進計

画策定委員会委員の皆さまをはじめ、アンケート調査等で貴重なご意見をいただいた多くの

市民、関係団体の皆さまに心から感謝申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめに 

※１ 温室効果ガス:大気中に含まれる二酸化炭素、メタン、フロンガスなどの総称で、大気中の

赤外線を吸収し、温室効果をもたらす気体のことです。 

※２ パリ協定：２０１５年１２月フランス・パリで開催された国連気候変動枠組み条約締結国

会議（ＣＯＰ２１）において採択され、発動した気候変動に関する国際的な枠組です。 

※３ ゼロカーボン：企業や家庭が排出する温室効果ガス（カーボン）の「排出量」と森林等の

「吸収量」を差し引いて、排出量の合計をゼロにすることを意味します。 

カーボンニュートラル、ネットゼロと同義です。 

南相馬市長 門馬和夫 
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・総合計画等の元号で記載されている計画との比較のため、必要に応じて西暦・元号の併

記をしています。 
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